
 

 

 

 
 
 

令和４年度 第２回学校評価の結果と今後の取組 
保護者の皆様、南小の教育活動に関するアンケートにご協力をいただき、ありがとうございました。アンケート結果

と今後の取組についてお知らせいたします。下のグラフの数値は、「ア そう思う」「イ どちらかというとそう思う」

の合計を％で表したものです。この合計がより高くなることを目指して日々の教育活動に取り組んでいます。なお、何

名かの方々からご意見をいただきました。改善できるものは検討し、今後に役立てていきたいと思います。 

今回の結果を生かすとともに、次に示しました「今後の取組の重点」など、これからの教育活動を展開して参ります

ので、ご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の取組の重点 

 コロナウイルス感染症が収束しない中、２学期も感染症対策に留意しながら行事や活動に取り組んできました。保護

者の皆様にも多くのご協力をいただき、計画通りに実施することができましたことに対し感謝申し上げます。 

感染症の再拡大が懸念されますが、３学期も、以下の点を中心に取り組んでいきたいと考えています。 

１ 一つ上の学年に向けての基礎学力の定着 

第1回（７月実施）と比べ、「学習の基礎が身についています」「家庭学習時間の目安を達成できています」「家庭学習

が充実するよう、子どもへのサポートに取り組んでいます」の項目でポイントの落ち込みが見られました。５０日余り

しかない３学期は、現学年のまとめをするとともに、新学年につなぐという意味で、非常に重要な時期となります。「こ

つこつカード」等への取組を通して、国語の教科書を正確に音読する、正しい筆順・字形で漢字練習をする、意味調べ

をする（中学年以上）、計算スキル・ドリルで正確に計算ができるようにする、読書をすること等を毎日行うことにより、

学力は確実に向上します。家庭においては保護者の皆様の支援が必要となります。学習量を確保し、確実な力として身

に付けさせ、新学年への移行がスムーズに行えるよう、毎日の学習の見守りをお願いします。 

２ 規則正しい生活の習慣化 

 生活面では、「規則正しい生活」でのポイントの落ち込みが挙げられます。『学校保健委員会だより』（12 月発行）で

もお知らせしましたが、就寝時刻と睡眠時間の確保の二つに課題があることが分かりました。スポーツ活動や習い事、

ネット、ゲーム等により、就寝が遅くなり、翌日の生活に影響を及ぼしている例が多く見受けられます。子どもたちの

望ましい成長のためにも、保護者の皆様による子どもたちの健康の維持管理が必要です。 

 今後も学校・家庭が連携した「共育」を推進し、確かな学力と健康な心身を持った子どもたちの育成に努めていきた

いと考えています。ご協力をよろしくお願いします。 
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